
 
神奈川県農業技術センターでは、厚木市山

際の専業農家、野路稔氏と共同で「湘南一本」

を開発・育成しました。やわらかな食感に優

れ、他品種とひと味違った食材を食卓に提供

できる新品種です。 
（２００５年新品種登録申請）   
 

 
昭和３５年に本県で育成されたねぎ「湘南」は、食味が良く人気があ

りましたが、葉が太く折れ易いなど、生産の難しさが敬遠される要因と

なっていました。 
「湘南一本」は、１０年余りをかけ「湘南」の改良を続けて誕生しま

した。 
食感は甘くやわらかで、

鍋物やすき焼きなどの食

材に適していますが、   
葉折れは「湘南」に比べ

て少なく、収穫期の生育

も良くなっています。 
生産し易さが格段に向

上しており、試験栽培に

協力頂いた生産者から

も好評を頂いています。 
 

「湘南一本（ＫＮＳ２１）」(左)は「湘南」(右)に比べ葉折れが少ない 

根根根深深深ねねねぎぎぎののの新新新品品品種種種   
「「「湘湘湘南南南一一一本本本（（（しししょょょうううなななんんんいいいっっっぽぽぽんんん）））」」」  

昭和３５年本県育成の良食味品種「湘南」が生まれ変わりました 
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